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蝿

眼
猫の眼をした女たち
音信不通の
火口に噴煙がたなびく村も
居処不明だった

噸小郷
絵十詩

●
〆塚”

津高和

日

ｒ＝
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扇
子
が
舞
台
の
木
目
に
踊
る
。
邦
舞
の
世
界
が
、
微
か
な
陽

●，緯議 催
さ
れ
る
。
こ
の
準
’
備
に
追
わ
れ
る
毎
日
だ
。

噸
古
に
生
き
て
き
た
の
だ
。

ず
、
古
典
を
納
得
す
る
ま
で
堀
り
下
げ
る
こ
と
で
、
厳
し
い
槽

昭
和
十
九
年
に
藤
間
流
の
名
取
り
と
な
る
。
水
の
如
く
生
き
て

光
の
射
す
舞
台
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

日
に
は
藤
間
裕
文
会
の
二
十
周
年
記
念
公
演
が
、
国
際
会
館
で

き
た
ワ
、
と
自
ら
の
踊
り
を
振
り
か
え
る
。
自
己
満
喫
に
陥
ら

藤
間
裕
文
、
兵
庫
県
舞
踊
文
化
協
会
の
評
議
員
に
選
ば
れ
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ー
は
い
か
が
、
と
明
る
く
す
す
め
て
く
れ
た
。

一
一
一
月
二
日
に
は
兵
庫
県
舞
踊
文
化
協
会
の
、
十
一
月
一
一
十
一
二

カ
メ
ラ
・
米
田
定

神
△

９

戸
つ
子
も写

真
は
い
ず
れ
も
、
自
宅
稽
古
場
に
て

藤
間
裕
文
〈
蕊
蕊
電
化
〉

示再一雨可

ご

灘 蔵

」
Ｐ

…
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大
迫
嘉
昭
。
五
年
前
、
交
通
社
の
職
を
辞
め
て
ア
メ
リ
カ
に

●き
た
手
引
者
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
神
戸
生
ま
れ
・
羽
才
。

だ
け
我
々
は
し
ぶ
き
と
な
っ
て
遠
く
ま
で
飛
ぶ
の
で
す
ね
。

折
っ
た
。
ｌ
日
本
の
成
長
力
の
回
転
速
度
が
速
く
な
り
、
そ
れ

三
万
肋
、
八
カ
月
の
オ
ー
ト
バ
イ
旅
行
に
で
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

留
学
。
昨
年
五
月
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
起
点
と
し
て
、
走
行
距
離

塵
を
浴
び
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
白
壁
を
見
て
き
た
愛
車
だ
。

タ
ン
で
は
強
盗
に
会
い
、
ト
ル
コ
で
は
猪
突
猛
進
で
牛
の
角
を

各
地
で
日
本
人
に
会
え
た
印
象
を
こ
う
語
っ
た
。
旅
行
の
生

〈
ト
ラ
ベ
ル
・
ラ
イ
タ
ー
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

雨
の
再
度
筋
に
、
ヤ
マ
ハ
三
○
五
“
が
総
る
。
ト
ル
コ
の
砂

神
戸
っ
子

大
迫
嘉
昭

錘溌
掛
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確信をもって
タジマの眼が選んだ

世界の宝石の名品＊＊＊

白金ダイヤ人ルビー指輪
ＷＧスタールビー、真珠ダイヤブローチ

元町２．ＴＥＬ⑬０３８７．２５５２

隆金

タ
ジ
マ
で
は
、
宝
石
の
鑑
定
を
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『可
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『
呈
側
君
Ｋ
Ｇ
が
噛
甜
４
節
可
■
守
口
畑
一
ｌ
８
Ｉ
９
ｊ
８
君
唖
測
‐
北
判
雌
牢
唖
砥
狸
酌

一
《
、
畠
‐
へ
毒
龍
一
認
一
癖
郭
加
測
”
》
》
』
熔
毒
戸
↑
（
「
息
Ｉ

昭
和
四
年
に
創
刊
。
戦
時
中
は

葉
書
だ
け
の
日
刊
紙
を
続
け
な
が
ら

四
十
周
年
を
迎
え
た
「
ふ
あ
う
す
と

川
柳
社
」
の
同
人
の
顔
は
明
る
い
。

十
四
才
か
ら
川
柳
を
志
し
た
と
い

う
東
洋
樹
氏
は
語
る
。

Ｉ
膝
を
叩
い
て
、
な
る
ほ
ど
ネ
、
と

川
柳
を
味
わ
う
膝
ポ
ン
川
柳
か
ら
、

今
や
川
柳
論
を
論
じ
る
時
代
だ
、
そ

れ
だ
け
、
句
風
の
上
で
も
文
学
に
近

づ
こ
う
と
い
う
気
持
が
起
り
、
一
般

の
人
に
は
分
り
に
く
く
な
っ
て
き
た

正
夫
氏
が
、
川
柳
は
中
年
文
学
で

は
い
け
な
い
、
と
言
え
ば
、
す
か
さ

ず
九
葉
氏
が
、
で
も
、
川
柳
家
の
精

神
年
令
は
ぐ
っ
と
若
い
、
と
応
え
る

喫
茶
・
乙
姫
で
の
な
ご
や
か
な
三

日
会
の
集
い
で
あ
る
。
雑
談
を
通
し

て
人
の
輪
を
つ
く
る
。
「
ふ
あ
う
す

と
」
が
四
十
年
も
続
い
て
き
た
の
は

結
社
と
し
て
の
旗
印
の
な
い
こ
と
だ

と
い
う
。
神
戸
を
中
心
に
全
国
に
拡

が
り
、
昨
年
の
全
国
句
集
で
は
、
実

に
八
九
四
名
の
参
加
を
み
た
。

東
洋
樹
、
素
生
、
正
夫
、
と
呼
び

あ
う
中
に
、
椙
元
紋
太
氏
の
川
柳
観

「
川
柳
は
人
間
で
あ
る
』
が
生
き
る

第
二
土
曜
日
は
生
田
神
社
で
定
例

句
会
。
七
月
六
日
に
は
、
県
民
会
館

で
四
十
周
年
記
念
川
柳
大
会
が
あ
る

写
真
右
か
ら
永
文
刷
頁
参
照
〉

前
川
千
津
子
、
瓦
本
ユ
キ
、
鈴
木
九
葉

土
井
虎
山
、
森
田
日
の
出
、
光
森
良
、

花
岡
宗
三
郎
、
里
嘉
矩
、
三
条
東
洋
樹

小
汀
武
夫
、
土
岐
貞
子
、
海
士
天
樹
、

橋
本
言
也
、
小
出
苑
女
、
大
井
正
夫
、

山
本
哲
郎
、
奥
西
弘
昌
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獣

本 格派の人々に
愛される
ヨシオカの靴

☆靴のオーダーメード神戸店

ヨ雲ダオカ…

噸
‐

匝一

大丸前／ＴＥＬ３３－５１９０．９７６３
東急百貨店／渋谷4 6 2 - 3 4 3 6 ( 直）

日本橋２１１－０５１１( 代）

上

毛Ｌ＝■

１１

慰
胤
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－－二＝筈～

●
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ

山
麓
住
宅
団
地

鶴
田
‐
山

コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
団
‐
声
が
暇

灘
区
鶴
甲
山
は
標
高
一
二
二
七
ｍ
の
山
で
あ
っ
た
。
今
で
は
、
標
高
二
○
○
ｍ
の
山
麓
住
宅
団

地
と
な
り
、
学
園
都
市
で
あ
る
。
加
万
㎡
の
宅
地
と
恥
万
㎡
の
公
共
用
地
を
造
成
、
住
宅
供
給
公

社
の
勤
労
者
分
譲
住
宅
は
、
新
鮮
な
空
気
と
太
陽
を
求
め
て
街
を
つ
く
っ
て
い
る
・
昨
年
⑫
月

神
戸
大
学
教
育
学
部
が
赤
塚
山
よ
り
移
転
。
幼
稚
園
と
小
学
校
と
公
園
を
も
っ
た
山
麓
団
地
で

．
あ
る
。

写真上は鶴甲団地の全貌。太陽と緑と空間に育つ街だ。右端の建物が神戸大学教育学部。
写真左下は、神戸大学教養部、教育学部、神戸外大と並ぶ山麗文化軸。写真右下は、団地
内の幼稚園。右後方が鶴甲小学校である。

宙

戸

課

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m
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▲伊勢のムラタ養殖場

海に眠る宝庫から

自然の輝きを

あなたに贈る

ムラタパール

村田＊真珠／銀座山岡＊毛皮／舶来婦人服飾

｡
さんちか＊レディスタウン，ＴＥＬ3 9 - 3 8 8 6 ～７

有限会社・タイグレス
神戸店
神戸市生田区山本通り４－９７村田真珠本社内
ＴＥＬ（078)23-1212～６
東京店
東京都中央区銀座８－２山岡毛皮店内
ＴＥＬ（03)572-0021～２

７時ムラタ春の展示会
３月2 4 ～２６日ニューホートホテル３階で開き
ます。ぜひご来会ください。
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〃

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す
。

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す
。

紗
Ｉ

●
３
月
号
目
次

霞

￥

一
群

蕊
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篭
｡』

ノノ
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駅
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■
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蕊
蒸
舞
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ノ夕夕夕

; 昌戸

〃〃

灘

表
紙
Ｉ
小
磯
良
平

１
ｍ
の
８
口
Ｑ
○
○
ぐ
日
／
津
高
和
一

３
神
戸
っ
子
、
＄
／
撮
影
・
米
田
定
蔵

の
藤
間
裕
文
。
②
大
迫
嘉
昭

７
あ
る
集
い
／
川
柳
社
「
ふ
あ
う
す
と
」

９
コ
ウ
ベ
・
ス
ナ
ッ
プ
／
鶴
甲
団
地

⑬
わ
た
し
の
意
見
／
田
中
寛
次

妬
□
８
周
年
記
念
特
集

世
界
に
伸
び
る
神
戸
の
未
来

超
特
集
①
座
談
会
ｌ
原
口
市
長
を
囲
む

ポ
Ｉ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
自
由
港
都
市
に

”
特
集
②
解
説

神
戸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

“
特
集
③
ア
ン
ケ
ー
ト

神
戸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る

蝿
特
集
④

病
ｃ
国
因
因
ｏ
ｏ
ｚ
ｃ
旨
冒
ｍ
・
国

副
あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と
／
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う
す
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ｉ
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３
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へ
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ヘ
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③
お
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い
ろ
ん
／
向
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店
会
だ
よ
り

妬
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・
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／
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の
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Ｖ
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③
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・
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た
ず
ね
て
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カ
メ
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時
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八
３
月
Ｖ
カ
メ
ラ
／
緒
方
し
げ
を
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メ
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／
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蔵

レ
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ウ
ト
・
カ
ッ
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／
港
野
千
穂
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1３

神
戸
に
本
社
（
ス
タ
ジ
オ
）
を
お
き
、
兵
庫
県
全
域
を
エ
リ
ア

と
す
る
新
時
代
の
電
波
Ｕ
Ｈ
Ｆ
放
送
の
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

開
局
準
備
も
順
調
に
進
み
、
こ
の
四
月
テ
ス
ト
放
送
、
い
よ
い
よ

五
月
一
日
か
ら
本
放
送
を
開
始
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

一
昨
年
秋
、
予
備
免
許
を
う
け
て
以
来
、
広
域
圏
内
に
お
け
る

県
域
Ｖ
局
の
経
営
に
つ
い
て
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
耳
に
し

て
き
た
。
既
成
Ｖ
局
に
対
し
て
Ｕ
Ｈ
Ｆ
新
テ
レ
ビ
局
の
経
営
は
、

受
像
機
の
こ
と
、
後
発
局
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ｌ
な
ど
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
い
る
。
そ
し
て
世
間
の
眼
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
新

テ
レ
ビ
局
が
こ
れ
ら
を
ど
う
克
服
す
る
か
注
目
し
て
い
る
と
思
う

サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
そ
れ
に
こ
た
え
る
大
き
な
手
懸
り
と
し

て
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の

媒
体
価
値
を
高
め
る
ほ
か
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
同
時
に
県
民

の
与
望
を
負
っ
て
設
立
さ
れ
た
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
使
命
で
も

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
番
組
編
成
面

で
、
常
に
視
聴
者
の
側
に
立
ち
、
地
域
的
要
請
に
極
力
こ
た
え
な

が
ら
、
既
成
民
放
の
パ
タ
ー
ン
に
と
ら
わ
れ
ず
大
胆
か
つ
新
鮮
な

試
み
を
す
す
め
た
い
。
自
主
編
成
、
自
主
制
作
と
い
う
独
立
局
と

し
て
の
編
成
方
針
の
も
と
に
、
ロ
ー
カ
ル
の
生
番
組
と
ロ
ー
カ
ル

一
一
ユ
ー
ス
を
そ
の
基
本
的
な
柱
と
し
て
い
る
の
も
こ
の
考
え
方
か

ら
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ロ
ー
カ
ル
の
生
番
組
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
新
テ
レ
ビ
局

で
は
初
め
て
ス
タ
ジ
オ
設
備
を
カ
ラ
ー
化
し
、
視
聴
者
参
加
の
ワ

イ
ド
シ
ョ
ー
番
組
を
制
作
す
る
。
ま
た
県
市
広
報
番
組
を
帯
編
成

田中寛次
くサンテレビジョン社長＞
神戸新聞社長

し
、
さ
ら
に
常
識
的
に
は
単
独
局
で
は
至
難
事
と
み
ら
れ
る
プ
ロ

野
球
中
継
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
決
定
し
た
。

一
方
、
地
域
社
会
に
最
も
密
着
し
た
番
組
と
い
え
る
ロ
ー
カ
ル

一
一
ユ
ー
ス
は
、
神
戸
新
聞
が
総
力
を
あ
げ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

さ
ら
に
地
域
の
開
発
に
積
極
的
提
言
を
活
字
媒
体
と
電
波
媒
体
で

行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
を
倍
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
レ
ビ
局
づ
く
り
を
社
是
と
し
て
き

た
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
四
五
○
万
人
の
期
待
に
そ
え
る
日
は

間
近
い
。

しの意見

サンテレビジョンで
地域開発に

積極的提言を
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三

､

祇訟ｍＡＩｎヤギニド特今皐，やロ豊Ｋ

卜一Ｋ入、ハート×墨Ｋ蕪 堅菖（一葛）橿禅睡蕪画嘘鯉蕊

鵬準酎－９（里ご

（軍慨塩糊這）福眼墨田騨

陥準高富（ご函）特会辿細掴廉田埋

め①画寺（語）入心、良担ぐ粕

誉

入心

＝峯

●叶蹄孟得・急襲河

。や舗室畷露峠

墨

昧謂Ｓ菌等

器用ｌ馬Ｊ山ト入や蛾罰ＩやＫ週」裂伽Ⅲ瓜黙■艇・長細ぐ約

零厘・陽一ｏｌ認Ｊ山』（側樵罫判型）塩田制伽川瓜鮮■座田剥

す一等・詞高Ｉ認斗山』（入巾一ＫＡ・縦副・昨際批）躯ｌ峨入や佃川瓜拝■題Ｉ蛾入早伽川

沼恩・ろ一一ｌ圏Ｊ山』（迩朕麗這淵何倍）一旨Ｅ砦凶佃桝侶瓜群■野Ｈ・需葬終

上心Ｈト入、力司』、ノ、ｌ劇叩

件Ｉ心、入獄トＨ心
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